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　［り1上旬、F11内部上紙仁ある一滴固で、菖蒲の花が見頃を迎えました。６月｜日・21ﾓ1には「ｇ蒲の吉」

イベントも問催され、町内外む多ぐの人で販わヮていました。
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　ゲートポール協会は昭和56年２月に発足し、当時は匈〕名所祠していましたが、現在は毎

年会員が滅少し、平成2ら年４月１日現在で64名です。なお、波佐見町ゲートボール協会会毘

の最高年齢現役者は女性の92歳です。

各種ゲートポール大会紹介

　町春季交通安全大会、御職季交通安全大会

　各扁スポンサー大会、町妻・.秋協会大会、

　町一部老連大会、町一部・県協会女子大会、

　年輪ピック大会、郡・県民体育大会、鰻僣大会

　３人制ミドル大会、シニア大会、ジュニア大会

　練習

　　各地区で毎日午届又は午後に練習をしています。

　町民の皆様ヘ

　ゲートボールは軽スポーツとして、年齢を周わず誰でも気軽にできます。波佐見町の会

毘は怒らない・戮めない・愚自らないの三ない運動をモットーとしています。

　町民の皆様、ぜひ心身とも健康を保つ生涯スポーツとして、ゲートボールに挑戦してく

ださい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲートポール協会会長　田中　幸男

波佐見チーム初優勝１
　５月11日に長崎市で「洛催された「長崎県ねんりんピッ

ク」ゲートポール競技において、参加48チーム申、波佐

見チームがみごと初優勝しました。これにより10月26

日～29日に高知県土佐市で行われる全国大会へ出場され

ます。

　全国大会でのさらなる活躍を祈念いたします。
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●問い合わせ先　波佐見町体育協会事務局（総合文化会館内）
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こ
れ
ま
で
、
期
日
前
投
票
所
（
役
場
）

で
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
宣
誓
書
を
、
前

も
っ
て
自
宅
等
で
記
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
幾
分
、
手
続
時
間
の
短

縮
が
図
ら
れ
ま
す
。
。

ル
ワ
ー
・
油
眼
票
と
に
・

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ
ジ
ャ
ー
な

ど
の
用
事
か
あ
る
方
が
、
投
票
日
の
前
に

あ
ら
か
じ
め
投
票
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票

で
き
る
制
度
で
す
。

　
公
示
｛
告
示
｝
の
日
の
翌
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
の
午
前
８
時
3
0
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
役
場
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

●
選
挙
に
関
す
る

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
ａ
８
５
－
２
１
１
１

－ 一 一－ 一 一 一 一

一

⑤
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●●●●liCy

投票所人場券り　・

１　投哨II時
刻ＵびrCり郷.･.心路jl

２　投票場所

波佐昆　太郎　揃

二三|

　一一一一-一一

の
国
政
選
挙
か
ら
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

使
Ｒ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

Ｇ
Ｍ
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
※
リ
』
・
ぷ
小
面
勤
と
は

　
　
特
定
の
候
補
者
の
当
選
を
は
か
る
こ

　
と
を
目
的
に
投
票
行
為
を
勧
め
る
こ
と

　
で
す
。

　
　
選
挙
運
動
は
、
公
示
（
告
示
）
日
か

　
ら
役
累
日
の
銅
日
ま
で
し
か
行
う
こ
と

　
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
未
成
年
者
は

　
選
挙
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　●●●●選挙

　投511に!.lj4のあ６Åや投票Ｋ外に!11か1jるλ等11、投票

iiirl｣の午後８麹までM14一役割竹ができます。以'ﾄﾞの欄に

記入Ｌて、役場にお持ちください。

　　　　　　　　　(宣誓割

　私11選１１ｎ．下iMの?Jljl:|に該当する見込みであり、真実

に柏迫ないことを誓いか4'｡

一一　Ｉ．ＩＩ．|,!|｀．．“．゛｀ｓｌ／’ＩＩ F成　　年　　J』　日

氏名

(自官=) 波佐貳　太郎

生年JI11 明・大丿訃平　い　年　-.rl　　　ll

該塙すろ,感=り一一記りに○をつけてください,，

　　］

哨:雲!剔

7’「士事　イ　学業　ウ　池賊ｂ事の役員

ｙ　本人又は親族の冠婚葬祭

j･　その他（　　　　　　　　　　｝に徒事

.!以外の月肛Ｘは事故のためヽ

⑦他の市町村イ町内（　　　）

　　　　　　　　　　へ外lli ・旅行・滞在

ふ，
:S 疾病・伯傷り||西・々休障Ｗ等のため歩行｢召厚

５
７　随所移転のため、本町以外に居住中

イ　他の市回]･哨こ転tU予定

○投ｊ1lillのSISIIJ、指定されたjQSJgのみとなり;1､す、

　　C以'Ｆ¥?刻1

インターネット等の利用方法・制限孵

区　分

電子メール

６ＭＴＰ方式・

電話lii方ji〕

　　　　．．　　　．＿_．_

　　　　　ウェブサイト等

ホームページープロクーＳＮＳぐyイフター・

７エイスヅフク・j・勤ｉ巾拾ｻｲﾄｉ

有権者 )く
○

注.1候補者

政党等

　　○

注｜・２・３

注↑　氏名、電子メールアドレス苓の表示義務があります。

注２　一定の記認の保存義務があります．

注３　メール受價に同意した禰耶に限られます．

｜

｜
●Z∂/JJ諮－波差ji!

目.:
・ﾀ，|･りI.II

　
た
だ
し
、
以
下
の
禁
止
行
為
は
処
罰
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｏ
Ｈ
Ｐ
や
電
子
メ
ー
ル
等
を
印
刷
し
・
て
頒

　
布
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

０
候
痛
者
に
関
し
虚
偽
の
事
項
を
公
開
し

　
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
。

０
氏
名
等
を
偽
っ
て
通
信
し
て
は
い
け
ま

　
せ
ん
。

○
悪
。
質
な
誹
摘
中
傷
行
為
は
し
て
は
い
け

　
ま
せ
ん
。

Ｏ
候
柚
者
等
の
サ
イ
ト
を
改
ざ
ん
し
て
は

　
い
け
ま
せ
ん
。

○
罰
し
く
は
総
務
～
一
ホ
ー
ム
ペ
ー
。
ジ
を
ご

　
・
覧
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
か
ら
が
本
番
。
台
風
・
大
雨
に
備
え
ま
し
よ
う
Ｉ
・

‐
‐
「
災
一
は
、
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
集
中
悪
所
や

台
風
時
の
大
雨
に
よ
り
被
害
が
発
生

す
る
心
配
が
高
ま
り
ま
す
。
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

一
を
も
ち
、
備
え
と
点
検
が
必
要
で
す
。

①
台
風
や
大
雨
が
く
る
前
に

○
家
庭
内
で
の
話
し
合
い

　
役
割
分
担
、
避
難
場
所
、
避
難
場

所
ま
で
の
道
順
・
や
家
族
と
の
連
絡
方

法
な
ど
を
家
族
全
民
で
確
認
し
ま

し
よ
う
。

一
②
台
風
や
大
雨
が
近
づ
い
て
き
た
ら

　
　
テ
レ
ビ
ー
ラ
ジ
オ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

‐
‐
卜
で
気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

　
し
ょ
・
う
。

③
危
険
が
近
づ
い
た
ら

不
安
、

人
と
声
を
街
け
合
い
、
早
め
に
避
難

し
ま
し
よ
う
。
戸
締
ま
り
、
火
の
元

の
確
認
を
忘
れ
ず
に
。

④
避
難
勧
告
、
避
難
指
示

　
住
民
を
災
害
か
ら
保
護
し
、
災
害

の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
必
要
と

認
め
る
地
域
や
区
域
に
町
か
ら
発
令

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
町
が
設
定
し
た
避
難
施
設
｛
下
表

参
照
｝
　
へ
、
す
み
や
か
に
Ｉ
難
し
て

く
た
さ
い
。

《
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
》

　
災
害
時
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
や

助
け
合
い
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

特
に
お
年
寄
り
や
・
沫
の
不
自
由
な
方

は
、
周
り
の
人
々
の
協
力
や
介
助
か

不
可
欠
で
す
。

　
非
常
時
に
偏
え
二
普
段
か
ら
ご
近

所
閥
の
連
絡
を
密
に
し
、
協
力
体
制
。

危
険
を
感
じ
た
ら
政
所
の
　
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
よ
う
。

一1㎜一滴言で謳ﾆ‾゜ｍｍ‾回‘１ｒ登TBI.

中尾山交流館
‥-一一中央小学校体同胞

三股郷公民館 宿コミュニティセンター

永尾構造改善センター 村木郷公民館

束小学校永尾分校 一山郷公民館

小樽構造改善センター 稗木場郷公民館　　　　‾　‾‾　-‾

野々川郷公民館 田ノ頑農業研修施設

内海産業会館 川内部農事集会所

東小学校体育館 岳辺田農業研修施設

井石郷公民館 甲長野郷公民館

勤労福祉会館　　　　　　　　　　　　｜　乙長野郷公民館

鬼木構造改善センター 南小学校体商館

金反コミュニティセンター 波佐見高校体育舵

折敷濠集落センター 町農村環澄改善センター

中学校体育度 協和郷公民館

町体育センター 忠折郷公民館
　町総合文化会館

－　一一‥　‥‥‥-一一　　　　　　　　　　　　　　　　　-
平野郷公民館

≪土砂災害の罰兆≫

　土砂災害の蔚兆として、斜面にヒビが入る、崖から水が噴出する、小石等が落下するなどの

萌兆が起こります。また、大規模な土石況や地すペリは、異常な地鳴り山鳴り、川の水位が下

がる、木の裂ける音、地面にヒビ割れができる、異常な臭いといった前兆が紀こります。
≪災害に万全の備えを≫

　これから本格的な両や台風の季節を迎えます。災害から身を守るため、防災情報を正しく理

解し、避難経路や避難場所の確認、非常時持ち出し品の準備など、日頃の備えが大切です。

　一人ひとりが防災の意識を高め、災害に偏えましよう、

Jj.6｀広底&酎Z∂
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ﾂﾞ回し図FTr
エアコン

・咎足温度ぱ２８℃を目安に.

・運転時間を１時閥滅らす.

・崩座嶮を個=用して空気の瓊れを一揖させる．

(家電などの上手な使い方)

皿J
・外出時は、カーテンを閉めて怒濤上昇を抑える.

・タイ‘吻－を活用し、這昿時間を減らす.

・外出や就寝する１０分前には泗す.

・フィルターは月に１、２回帰陣を．

・・弾機にも日除けを．また、吹出口辺くに鮑を置か

　ない、

テレビ

冷蔵淑

菅

.iiこiiEil漏を切る･．　　　　　　　　　ｚ　四

･見てない時はこまめに濤す.　　　　　　　　　

j1111里|

ﾃﾚﾋﾞi面の明るさを一差し歯‐を抑える

7y11湊S

･洒面の|まこりをこまめに取る.(明る.さｷｰﾌﾟ)U.S二5

･ﾀｲﾏｰ機能を活用.(点けっばなし防止3

待機電力

ｙ庭で消弱する司力のうち、年問６％がia戦時

涛時限力でII。

狛戦時消詞7S力は、見逃せない６ｺ:ネめ大敵で

d‾。

匯用しでいない麿器はプラグを扱くか、スイッチ付きタップを

ilj同して待機電力をカットしましょう．

その他

万一≠彩呻吟一昭言|

:iぽ瓢ぷ:一気ぷE昌ご沼詣昌腎）

・設定温度を中～弱|こ.

一肩の開閉を少なく．

・開閉時間を短くするため登壇整頓を.

一廉内での物の定位醵を決めておく．

・保冷カーテンを利用する．

・熱いものぱｔ分冷ましてからÅれる.

・プラスティックトレーなどを利用し、

・壁から5Crll程度間隔を空けて萱く、

出し入れをスム一ズに，

(問隔を空(予なくてもよいタイプもあります)

照明器具

・ＬＥＤは点灯の繰り返しにも強いので．

　オンオ･ﾌﾞが多1･トイレ・洗面崩・浴室に使用.

・長時間使用する照明もＬＥＤへ、

・蜘朋麗腐の汚れやホコリを駄る.1明るさアップ】・

・廊下、錯眼など置lbいないー所の照明は漬す．

タイマーの活用

・炊飯lj早朝、洗濯は早11や夜間

　にタイマーを活用して済ませる

|]補足:llしくは各機器の取扱脱

Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■㎜㎜■㎜㎜

ｌ家の中での熱中症にご注意ください
－
一
ｚ
一

ｌ

～

Ir心

明書をご覧ください。

・無理な我慢は競ず，工７コンや一風樋を上手に利用しましょう.

・涼しい衣服を栽るなど政一でtl肪しましよう.

・こまめに水分補給に心がけましょう．

・掃除の前には部屋の片付けを．簡単な掃除は、ほうきや雑d］かけて．｛掃除機の使用岬同短縮｝

・洗濯物はまとめ洗いを．（容量の･ａ割を目安に）

・打ち水をした肌窓によしずをかけたりも効果的．

・忌辺でヘチマやゴーヤ、輯顧などのつる性の吸物を育てて、グリーンカーテンを作ると

　日創しを遮Jることができ、室温上昇を抑えることもできます．

|r使用済みインクカートリ ッジ』 は回収箱へ
｜
｜

Ｉ

｜

｜

｜
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ご
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さ
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の
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、
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い
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・
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合
文
化
会
館

●問い合わせ先　役場住民福祉課環境衛生係　S85-2111
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◆募集する住宅は下記の６Ｆです。

　EE]地名
＿

中　　厖

所　在　幼
募集

戸数
廸築年度 　　規　　格

‥一一一一　一一
　2 K　　33. 1�

参考家賃（・ｎ
申込世帯員，

の　lil　安

中随一779番地
　１戸
一一

　↑戸

　１戸

昭和刳｢年 5,000円～7,000円 １～３人

江良11』

　-一一一一　－

小石原の

小石原帥

折敷瀬郷1325番地 昭和S5年

昭和45年

３ＤＫ　卯.7� 15,伍〕0門－･22,0DO円 ２－･４人

小一郷?94番地４

小樽郷794番地４

2 K　　32.9� S,0吋円～7,卯0円 ２～３入

１戸

　.UJ　　-一一

1戸

昭和妬年 3K　　3i｢,5� 5,00C]円-･　7,0{)ﾛ円 ２～３人

皿山雨

LU　　崎

皿山郷1[J4蜀=地　　　__＿

折敷瀬峰laao番地２

昭和･i9帛 3DK　41.6�

r●■|　●■　　　.㎜㎜
2DK　57.3�

5,000円～9,000円 ｜--３人

１戸 平成ra年 21,000円～31､㈲ﾛ円 ２～４人

◆上記の募集住宅の間取り

　　中尾団地

小石原団地②

※ｌ　入1,1;される世帯の収入により決定します．

江良山団地

皿山南団地

小石原団地の

山崎団地

◆入居者資格

　(□現在、同居又｢ま『司居しようとする親族がいること。※単身での入居は年齢等の要件があります。

Ｑ）現在、住宅に固っていること。

り）環視及ぴ地方税等の滞納がないこと｡

（４）入居しようとする方全員の収入が、公営住宅法に定めれた収入基準に該当していること。

　　　（収入が多すぎると入居できません）

　（５）入居しようとする方が暴力団員でないこと。

◆申込方法

　不尽２５年７戸２こ日ぐ目?までに入居申込のほか必要書類を提出してください。

◆選考方法の概略

　入居者選考委員会において、住宅に困窮する度合いの高い方から入居者を決定します。

◆入居時期

　平成２Ｓ年８月下旬

◆その他

　入居決定者は､敷金として家賃の３ヶ月分の納付及び､連帯保証人請書を提出しなければなりません。

　◆問い合わせ先

　　役場建設課管埋係　登８５－２１１１（内線141～14印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　JJ､δ広報扮jl!＠



　病気の早期発見、重症化予防を図るために年１回の健康診査を受けて健康管理に努めま

しよう。

　健康政彦の｀ie　はア　　　に　　隆資の方へ送性ずる玉足です、それ以前に受診をご

希望の場合は、別途送付いたしますので国保年金係までお問い合わせください。

　{長期で入院されている方や施設入所の方等には受診券の送付はいたしません｡}

　【糖阪病等の生活習慣病の治療を受けている方へl

　生活習慣病の治療を受けている方は、９康診査と同様の検査が池原の一環として行われ

ているため、必ずしも受診する必要がない場合があります。受診前にかかりつけのお医者

さんにご相談ください。

●町内各地で汚なわれる集団健診の会場や下記医療機関で受診ができます。

●受診の際には、「被保険者証」と「受診券｛緑色｝」を持参してください。

●受診料は「無料」です。

●下記医療機関で､受診される場合は、ご希望の医療機関へ予約が必要です、

後期高齢者健一診査を受診できる医療機関（要予約）

地　区 　　医療機関名　　　　電　話

中尾野中医院　　　　785－3077

地　区

稗木場郷

医療機関名 電話

中尾郷 はすわ診療所 85－5221

85－7α21港無田部

升石郷

こうの内科医院　　　1 20－79)

---－-

西の原野中医院　　　185－3(ﾆ)5･1

稗木場郷 波佐見病院

協和郷 中村内科医院 85－7325

折敷瀬郷

　　　　一一一一一

宿　　郷

松尾医院 85－2C01

岳辺田郷

志枡郷

　　　　　　＿‥__＿__

小鳥居内科脳神経内科

クリニック
20－7027

坂口医院　　　　　　，85－31ﾆXﾆ)0

稗木場郷 いちのせ内科循環器科 85－7770 ハ並整形外科医院 85－5775

●国民■屡保険の方へ

平成25年４月中に送付しました特定健診受診券（青色）の内容に掲咤している【中尾野

ごユ　

します。

●問い合わせ先　　役場健康推進課国保年金係　登85－ 21il （内線127（）

●JJ貧配おa
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　近郊、学校や通学路における事件・事故が大きな問題となっています。こうした状況を踏まえ、子ど

もたちが安心して教育を受けられるよう、安全で安心な学校を確立するため、通学路等の巡回などを行

うスクールガードリーダーとして、川内郷のr筒　正俊jさんが就任されました。

　通学路等の巡回は６月から開始されています。

　
　
Ｉ

・
］
曹
鸚』

｜

さん正俊Å惘

【任務内容】

（１）各学校への指導・助言等

　①学校内外の安全体制や安全管理上のポイントを指導・助言

　②学校内や通学路等の危険箇所を硲導・助言

　③学校内外を巡回し、学校の安全体制をli価　など

（２）スクールガード（学校安全ボランティア）への指導

　印ボランティア活動､における警備上のポイントや危険箇所の見方・

　　情報収集、その対策法を指導－助言

　②スクールガードと一緒に活勤し、防犯に閲する知識の習得など

㎜㎜㎜｜

J烈に応鮫随jZ＠



｢べんざらのひとりごと|

定.価1,〔X〕{}円{税込み}

７月28日は日本肝炎デー!!

７月22日(月)～７月28日(日)は肝臓週間!1

　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスの患者・感染者数は、３００万人以上とも推定され、肝炎は国内最大

級の慢性感染症と言われるほどf身近な」病気なのです、

　肝炎は、自党症状が現れにくぐ「体がだるい」と気づいてからでは重症化していることもあ

ります、進行すると、慢性肝炎・肝硬変・肝かんにいたることもあります。一方で、症状が軽い

うちに治療をすれば、肝硬変・肝がんを防いだり、進行を遅らせることができます。

　症状がな｡い方も、一生に一度、肝炎ウイルス検査を受けてみませんか？

　県央保健所では、下記の日程で出張肝炎ウイルス検査を行います。

日
場
　
内
　
対

時：平成２５年７月２８Ｅﾖ（日）ｉ ｌ ：００～１５：００

所：諌早市立たらみ図書館　１階　創作重

　　（諌早市多良見町木床20（12番地）

容：血液検査（５ｍｌ）

　　当日結果通知（約１時間後）

象：検査を希望する県内在住の方

　　※　過去に肝炎ウイルス検査を受検した者を除く

　　吸　予約不習

費　　　　用：無料

問い合わせ先：県央保健所　地域保健扉　健康対策班

　　　　　　　登　０９５７－２６－３３０６

yや訟加島き一息咄ﾚ飢ｼ註ンー鼠隨ａ陥坦屈１－ｊ
ｙ　ぺ　必，j’各　９　＆　～　ぶにど（ａ　Ｊ
　　ａ　　誕いに必　　砥に茜　　９

’平成23年に大阪府の藤田淵敏氏より寄贈いただいた「くらわんか藤［nコレクション］の申から約170

　点の波佐見白岡磁を選定し掲載した写真集と､平成20年から３年にわたり町広報誌に連載しました「ぺ

　んさらのひとりごと」をFR!子化したものを下記のとおり販売しております。いずれも波佐貝焼の歴史

　を知る上で大聖参考になる一lilですので、是非、お冒い求め下さい。

〃 ｊ Ｊ ｙ ｒ ♂ ｒ ｒ ｒ 〃

・●販売所
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
－
『

〃 Z J ~ Z J ~ ヾ Z J ~ - 「

－
－
Ｉ
Ｌ
－
一
一

｜「くらわんか藤田コレクション」

｜　定価乙000円（税込み）

＠昂ほ＆盆躍刷りg

Z J - J J 戸

波佐見町陶芸の館、総合文化会館､ﾐ

役場■工振興課　　　　　　　　ズ

:●問い合わせ先
・
『
・
『
・

町敦司委同会　文化財保護係

‘S85－7355

Ｉ
Ｉ
Ｉ
－

－．
- - Ｊ － ･ Ｊ Ｊ Ｊ - - Ｊ Ｊ Ｊ - ｈ ● Ｊ - ｈ ｈ ● Ｊ Ｓ Ｊ Ｊ Ｊ ． ． ● Ｊ ＝ ・
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響　き　浪　る　音　達

　５月19日､旧波佐見町立中['２" "昇千'匹‾"ごL'

史小学校講蛍で､束日本犬震｜　　　　　　ｸﾞ：　．Ｊ　[

災義援｢議案コンサート｣が|　　　　、宍41- 。‾‾‾

開催されました。　　　　　｜　　　　に｡。　　一一
　引ｺﾞらしい音響効果を持　　　　りﾖ。　　　"'

⊇こ?昌ほごU芸ぶ

奏で魅了していました。　　　　　　７気菰ぷ認

川内郷「第13回川内漬流ほたるまつリj

　　　　　　　　　＆

井石郷「第７回はたる酔いまつリj

　』｜

’il.-Jj

_dP‾｀.I

　＿..-゛
j

　／

　／／ リ

－

力

･_ﾉ の

ほたると祭りを楽しむ！

　５月25日、川内郷の111内清流の里|･ほたる会館」で「捕13

回川内沼沢ほたるまつり､lが開催されました。田舎料理や猪

汁の振る紐いのほか、ジャンケングームや餅まきもあり、来

場者の小さな子供から大人の方まで､終始会場は賑わいを見せ

ていました。

　また、翌26日には井石郷上井石集会所で『第７回ほたる酔い

まつリ』が開催されました｡昼過逐から開会された同まつりで

は､Ξ角ちまき作りや山登り･魚釣りなど盛りだくさんの内容

で暗くなるのを待ち､夜には写真家の先生を招いてのほたる掬

影会も行われました。

　川内郷･井石郷ともに､今年のはたるの数は例年より少ない

ようだという地元の方のお話でしたか､両会場の来場者は地元

の方のおもてなしや幻想的なぽたるの光に満足そうで､夜遅く

まで眠わつていました。

世界に一つだけのお酒と澗詰を

第９回　ザり酉塾開訓！
　５月26日、１年かけてお酒造りと酒器作りを楽しむ

|'サ･酒塾｣が村木部で始まりました。

　今年は過去澗多となる71人が申込｡初回となる田植え

には58人が参加し､60代の女性は｢田んぼに入るなんて数

十年ぷリ｣と言いながらも､熟練した様子で作業にあたっ

ていました｡過去の塾生のFacebcK)kを見て申し込んだ

という若い参加者もいて､例年にも増して賑やかな雰囲

気で行われました。

　午後の酒器作りでは､10月に畑ノ原登り窯で焼成する

ぐい飲みと一輪挿しを作成｡参加者ごとに思い思いの装

飾が施され､どれも個性的な作品に仕上がっていました。

j､川内霖のj=つリ会ｌのliji

▲Jlfl振のまリリ=SEIのli･f

　　　--

‾｡‾　　　む，-゜‾‾’‘　　.J‾S‾7一寸

’　　にー　｡,こご
_
‾3=j

六万，_　　_Ｆ
Ｊ｀’４々だ

｜　，／‾　７２　　７　　　　　　　　　　　１

j･オリジ幻μなaSfl=リの征子

即･ﾊﾟ割防剋l!＠
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｜



子ども読１の日イペント

妬しい話に夢中

　５月25日､第９回｢絵本であそほう!｣が総合文

化会館で同値されました。

　布芝居や人形劇をはじめ､波佐見弁での読み

語りなどが行われ､参加した子どもたちは､話に

夢中な様子で間き入っていました。

4-AJ!瀾に･兄リじいさん」

野々川郷百枚田

銅２回米づらJ塾圈催！
　５月26EI､野々川郷コミュニティセンター罰で棚田

を守る米づくリ塾の諮初の作業｢桓まぎ｣が行われ､長

|眼ijや佐世保市の家族やグループをはじめ､町内から

も親子連れが参加しました。

　まず初めに苗箱に土を入れ､地元実行委員会の農家

と一緒に|･にこまる｣と黒米の種を一粒づつ丁寧に撞ぎ、

匿後に土をかぷせて近くの畑に並べていきました。

　６月16日の田植えで本格的な米づくりがスタートし

ます｡百枚田では参加者の田んぼがそれぞれ１枚づつ

用意され､秋の収穫まで農作業が続きます。
A IH･j=i5」のN;.･f

ｙ
ｙ
゛
’
゛
’

ｆ

広
報
文
芸
一

俳
句
募
集

　
広
報
波
佐
見
の
俳
。
句
。
コ
ー
ナ
ー
「
広
報
文
芸
」

へ
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。

○
蛎
載
月
号

　
７
月
号
（
７
月
1
2
・
一
日
発
行
）

○
応
募
資
格
・

　
町
内
在
住
‐
者
（
年
齢
不
問
）

○
募
集
テ
ー
マ

　
当
季
雑
詠
（
題
材
は
自
由
で
、
。
季
語
が
入
ウ
た
も
の
）

　
※
川
柳
は
不
可

○
募
集
期
間

　
６
月
2
0
日
（
木
）
～
６
一
月
2
7
日
‐
宋
｝

　
８
時
3
0
分
～
１
７
・
時
1
5
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
は
、
受
付
不
可
）

○
募
集
数

　
先
着
1
0
人
二
人
一
句
ま
で
、
未
発
表
の
も
の
）
’

○
応
募
方
法

　
企
画
財
政
課
窓
口
で
応
募
用
・
紙
に
句
を
記
入
、

　
ま
た
は
電
話
受
付
。
（
広
報
担
当
へ
後
日
提
出
）

　
※
郵
送
で
の
応
募
は
、
事
前
に
電
話
で
の
申
し

　
　
込
み
が
必
要
で
す
。

Ｏ
そ
の
他

・
「
広
報
文
芸
」
の
掲
・
靫
は
、
年
４
回
で
す
。

・
募
集
は
、
掲
載
の
莉
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
・
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係
｛
広
報
・
担
当
｝

　
ｇ
・
8
5
－
２
１
１
１
　
内
線
２
１
２

●ｓほ∂広保護'庄還
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p
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６
月
２
日
、
東
彼
杵
郡
中
学
校
体
育
大
会

　
（
球
坑
武
道
の
１
１
競
技
）
が
郡
内
各
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
波
佐
見
中
学
校
は
、
団
体
で
c
’
I
S
!
!
!
’l
！

人
で
1
0
人
が
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
Ｉ
『

ｌ
ｇ
ｉ
４
９
Ｓ
Ｉ
Ｓ
’ｌ
‐
Ｓ
Ｓ
’

　
個
人
は
座
・
勝
の
み
陥
畝
（
波
中
入
賞
の
み
）

【
男
子
団
体
】
の
川
欄
　
②
波
佐
見

【
女
子
団
体
一
①
波
佐
見
　
②
川
棚

｛
男
子
個
人
｝
①
中
尾
優
輝

「
女
子
個
人
」
①
波
崎
英
京

【
女
子
】
①
波
佐
見
②
川
湖

【
女
子
】
①
波
佐
見
②
川
棚

の
波
佐
見
　
②
川
棚

①
波
佐
見
　
・
②
‥
川
棚

「
男
子
」
①
波
佐
見
　
②
川
棚

【
女
子
】
①
波
佐
見
　
②
川
棚

【
男
子
団
体
】
の
波
佐
見
　
②
川
棚

【
男
子
個
人
】
①
沖
田
屋
・
山
下

【
男
子
団
体
】
①
川
棚
　
②
波
佐
見

【
男
子
個
人
】
9
0
キ
ロ
級
①
前
川
龍
汰

【
女
子
個
人
】
5
2
キ
ロ
級
①
白
下
優
衣

　
　
　
　
　
　
９
キ
ロ
級
①
山
田
愛
莉

　
　
　
　
　
　
９
キ
〔
‥
‥
一
級
①
川
内
音
乃

【
男
子
団
体
】
①
川
棚

「
女
子
団
体
」
①
千
綿

・
ハ
ド
ー
こ
ン
ー
ｒ
ン
’

②
波
佐
見

②
波
．
佐
見

【
女
子
個
－
（
一
ダ
ブ
ル
ス
①
永
田
・
馬
場

合
一
．
掴
大
白
一
出
端
裁
定
―

　
５
月
３
日
ｆ
１
５
日
に
大
村
市
で
開
催
さ
れ
た
＝
両

円
窓
賜
杯
第
3
3
回
全
日
享
・
学

乖
軟
式
野
球
大
会
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
長
崎
県

予
選
大
会
」
に
お
い
て
、
鴻
ノ

集
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
が
み
ご

と
優
勝
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
８
月
６
日
～
1
2
日
に
東

‐
。
示
都
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
唯
を
獲
得
し
ま
し

た
。
全
国
大
会
で
の
さ
ら
な
る

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲Ｓノiりi:一封球クラブのみなi!みむ

スポーツ壹金偏創I犯:廸.λしませんか？
図加入区分・推金丿補價金額〔団体活動を行う５名以上の方々で加入できます｡〕

加入対象者 補償徊象となる囮i体活動

-

　　スポーツ・文化

ボランティア・地域活動

年間掛金

ト赳鴎）

傷害保険金掴

-　．－

　知償貪fl保険

　　支払限度額

　{免賃金緊ない

突然死卯奈

費用保険

支払限度額死亡
後退陣両

　{毘高)

　入院

　旧剛

一‥

il,(XX)｢9

通院
{[ﾖ顕)

　子ども

呻裴生以下） 心円 2,CKD万円

　　　.._＿

2,(XX)万円

3,(X刃万月 1，ax)円

　身体・財物丿咀貫

　合滴１事故５匯円

　ただし,庭体尨眺は

　１人　１億円

一一-

　哭然死

葬祭費用

ISO万円
大
人

高校生
以上

文化･ボランティア･地昿al

団体の返浬,応・片付け,準ｌ 四円 3.CXX〕万円 jl,0a3FI

－　　－

4,0aOﾄll

1，5a〕F9

　　　　－一一

スポーツ活動 1.S50円 2,(XX〕万円

㎜■　　　㎜㎜

　ax〕万円

3.(XX)万円 1.Eg同

５歳
紅上

　　スポーツ活動

　　　　　　－-

危険度の高いスポーツ活動

1,(XX)円 9Q;SFli 1，ax)F1

　　-

1，ax]円

1.(XX)円

全年齢 11,0a)円 5α)万F]

　　一一

7SQ万円 1.QX)円

※上の表は、保険内容の一例です。詳しくは下記へお同い合わせください。

●問い合わせ先　町教育委員会　･き85－釦3zl

ｓＵ広鼎浸佐廻＠
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「
予
防
接
種
に
つ
い
て
」

　
　
束
彼
杵
郡
医
師
会
宮
田
　
省
二
川
棚
巴

　
】
包
朗
竺
上
回
�
遍
皿
饗

｜
一
一
　
　
　
　
　
　
　
…
…

一
一
一
一
一
一
ふ

・

　
‐

…
…
…
‐
‐
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九

‐ ‐
１
１
Ｊ
ｌ
ｔ
Ｊ

一
一
一
一
一
一

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｑ
Ｊ
ｙ
ｌ
ｋ
。
１
　
　

１
'
Ｓ
Ｉ
□
５
づ
＝
・
こ
・
・
｛
。
・
・
‐
‐
‐
‐

い
″

｝
…
…
…

　
予
防
接
哩
は
、
各
陳
の
病
原
体

に
対
す
る
免
疫
を
持
た
な
い
人

に
、
感
染
予
防
・
発
病
予
防
・
重

症
化
予
防
・
そ
し
・
で
感
染
症
が
広

が
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
４
同
か
ら
新
し
い
予
防

接
種
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

任
意
接
種
で
あ
ワ
た
子
宮
頚
が

ん
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
ワ
ク
チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
菌
♭
型
口
」
ブ
）
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
・
炎
球
薗
ワ
ク
チ
ン
の

３
檀
類
が
公
費
負
担
の
予
防
接

種
法
に
入
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
接
隆
年

齢
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
町
の
広

報
岨
（
５
月
号
５
ペ
ー
ジ
）
を
良

く
ご
良
下
さ
い
・
。
対
象
年
齢
・
の
中

で
「
接
種
に
望
ま
し
い
年
齢
」
と

は
ヽ
そ
の
感
染
症
に
昨
っ
た
時
に

重
症
化
し
や
す
い
年
齢
に
備
え

て
受
け
る
よ
う
と
い
う
意
味
で

す
。
小
児
の
予
防
接
。
種
は
生
後

２
ヵ
月
か
ら
受
け
る
よ
弓
に
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
け
れ
ば
早

い
ほ
ど
安
心
だ
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
複
数
の

予
防
接
一
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
副
反
応
（
健
康
被
害
）
を

心
配
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

医
薬
品
を
接
種
す
る
の
で
す
か

ら
全
く
心
配
な
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
予
防
接

極
制
度
は
先
進
国
の
中
で
は
大

変
遅
れ
て
い
て
、
現
在
の
ワ
ク
チ

ン
は
先
進
国
が
数
年
前
か
ら
接

隆
し
で
お
り
、
重
’
症
化
予
防
や
死

亡
率
低
下
が
証
明
さ
れ
て
・
い
・
る

も
の
で
す
。
今
回
新
規
に
予
防
接

種
法
に
導
入
さ
れ
た
３
種
類
は

い
ず
れ
も
外
国
で
製
造
・
接
腫
さ

れ
て
い
る
輸
入
品
で
す
。
接
哩
部

位
の
軽
度
の
発
赤
や
腫
脹
は
危

険
な
副
反
応
と
は
見
な
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
仮
に
里
篤
な
副
反
応
が

起
こ
れ
ば
予
防
接
種
健
康
被
害

。
。
。
。
。
⑥
＠
＠
９
ｏ
一

　
－
　
ｋ
－
　
－
―
Ｉ
－
　
－
　
Ｉ
　
－
ド
ト
ー
ー
ー
ー
ー
Ｉ
＝
＆
ａ
&
＆
=
&
ｓ
　
＆
　
ｓ
　
＆

☆
ナ
イ
ト
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
際
の
食
畢
の
ポ
イ
ン
ト
☆

■
ｓ
．
－
－
－
。
。
一
一
『
一
－
ｆ
ｌ
ｒ
ｌ
‾
１
１
‾
ｒ
¥
’
|
‾
’
“
Ｖ
“
～
ｉ
ｇ
ｌ
ｌ
ｌ
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
/
ｗ
ｗ
w
．
‾
ｒ

最
近
、
健
康
維
持
の
た
め
に
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
の
時
・

救
済
制
度
や
医
薬
品
副
作
用
機

密
救
済
制
度
で
対
応
す
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
・
ま
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
、
か
つ
て
予
防
接
種

に
よ
り
天
然
痘
を
地
球
上
か
ら

根
絶
し
た
よ
う
に
『
次
は
ポ
リ
オ

と
麻
疹
の
根
絶
を
日
榛
に
予
防

接
種
率
向
上
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
最
近
わ
が
国
で
は
、
予
防
接

吸
を
受
け
て
な
か
っ
た
成
人
男

性
の
風
疹
流
行
か
ら
妊
揚
が
感

染
し
て
先
天
性
風
疹
症
候
群
と

い
う
障
害
児
の
出
生
が
複
数
例

報
告
さ
れ
、
改
め
て
予
防
接
匍
の

必
要
性
が
勧
告
・
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
般
、
日
本
医
師
会
・
や
日
本
小

児
科
医
会
が
７
つ
の
ワ
ク
チ
ン

を
定
期
予
防
接
腫
化
す
る
・
よ
う

に
要
望
し
て
実
施
し
た
署
名
活

動
で
は
、
御
協
力
頂
き
全
国
で
1
6
0

万
人
以
上
の
署
名
が
・
集
ま
り
ま

し
た
。
。

　
間
に
ウ
。
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
人
を
多

　
く
み
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
↓
今
回
は
、
ナ
イ
ト
ラ
ン

　
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
方
の
た
め
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ

　
い
て
ご
紹
介
・
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
①
夕
良
を
２
回
に
分
け
る

　
　
ラ
ン
ニ
ン
グ
前
は
す
ぐ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
り
消
化
の
良

　
い
炭
水
化
物
（
ご
飯
や
バ
ン
等
）
を
中
心
に
食
べ
、
ラ
ン
ニ

　
ン
グ
後
は
体
を
作
る
も
と
に
な
る
蛋
白
質
（
魚
・
肉
・
大

　
豆
・
卵
）
と
体
の
調
子
整
え
る
野
菜
を
中
心
に
袁
べ
ま
し
ょ
‐
‐

　
・
つ
。
油
（
脂
肪
）
分
は
消
化
が
悪
く
体
の
負
担
に
な
り
ま
す
ご

　
パ
ン
も
油
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健康テレホンブログラム

　S0120－555－203
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　　　　　　－-－月げウぷから考えられる病気

火６ぱないためのリハビリ

水学校健診で異常と言われたら
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j.白陰部が輝い一女性編一
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月間質性肺炎
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火胃ろうの合併症

水熱中症

木夏のダニ･虫刺され

･ー-･…----------------－‥----
金摂食陽害

1B持続勃起症

良理ｔにのす乖略服訪]日のﾃｰﾌﾟが31れますヽy.
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　先の大1賎で父等を亡くした戦没者の遺児を対

象として、父等の戦没した旧職域を訪れ、慰霊違

隙を行うとともに、､同地域の住民と友好親善を図

ることを目的に厚生労働省から補助を受け実施

しています、

●参加費

●実施地域

●実施時期
●申込み期限

●申し込み先

９万円鴎合により値上げあり)

主に東南アジア等の2G地域

(地域ごとに旅程等が異なる)

平成25年Ｓ月～平成26年３月

平成25年６月～平成26年２月

長,崎県連合遺族会

９{刃5－843－∃585

●問い合わせ先　日本遺族会事務局

　　　　　　　　9F903－3261 － 5521

平成25年度キャッチフレーズ
「

.･1 じゃ、足りない｡」
　６月23日（日）～29日ぐ土）の１週間は「男女

共同参画週間」となっています。

　期間中には男女共同参画社会の形成の促進を

図る目的で、全国会議や功労者表彰など各種行一事

が全国的に行われます。

　この機会に、私たちの身近の「男女共同参画」

について、考えてみて「まいかがでしょうか。
一 一 ‥ 一 一 一 一 一 一
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　町では、定住の促進と人口の増加を図るため、

た町内商工業の活性化を図るため「定住奨励金」

度を設けています。

ま
制

●対象者

　波佐見町内に新たに住宅を新染または中古住宅

等を購入された方で、自治会に加入し５年以上居住

される意思のある方

　(既に町内に自らの住宅を所有している方は対象

外ですｊ

●対象期間

　平成24年４月１日から平成27年３月31日まで

●支給金額

　(!勁内業者による新築現金貳)万円＋商品券1ぴ万円

　②剛外業者による新築　現金20万円十商品券５万円

　③朱入居の建売住宅購入　現金20万円十商品券５万円

　④上記以外の中古住宅購入　現金10万円十商品券Ｓ万円

　更に①～④の対象者の方で

　⑤転入してきた方　　　現金10万円

　⑥指定行政区へ転入・転居してきた方

　　　　　　　　　　　　　現金10万円

　⑦転入してきた世帯で､中学生以下の子･どもがいる方

　　子ども１人あたり現金５万円(最大３人分まで)

　　を加算します。

●申請期限

　登記・入居してから半年以内｢こ下記へ申誦してください。

●問い合わせ先

　役場企画財政課企画係　S85－2111(内線211 、2呻
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●募集学生

　一教養学部－

　　・科目履修生（６ヶ月間在学、希望科目を履修）

　　・選科履修生（１年間在学、希望科目を履修）

　　・全科履修生（４年以上在学、卒業を目指す）

　一大学院－

　　・修士科回生（６ヶ月悶在学、希望科目を履修）

　　・修士選科生口年間在学、希望科目を履修）

●願書受付

　日月15日（土）～８月31日（土）

　（インターネット出願は６月１日より受付開始）

●放送大学の特徴

　・テレピ放送などで授業を行う通信制の大学です．

　・働きながら学んで、大学卒業の資格が取得でき

　　ます.

　・学びたい科目を、１科目からでも学習できます.

●問い合わせ先

　放送大学長崎学習センター　S095－尽13 －1 317

　ホームページ　http://www．Lふacjp

Ｊ･ﾊﾟ菰恥譜j2＠

－
■
■
■
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Ｉ

　県では、原爆被爆看２世の方を対象に、無料健

康診断を実施しています。

（健脂診断は､実施期間中！回のみ受診できますｊ

●対象者

　両親またはそのどちらかが原爆被爆者で、長崎

被曝は昭和21年６月､Ｈﾖ以降に、広島被爆は昭和

21年６月１日以降に生まれた方で長崎県内に居

住している方。

●健康診断実施哨所

　・長崎県指定の医療機関

　　（刺浚杵郡内では、長崎川緩医療センターのみ）

　・原爆健診

　　平成25年７月2Fﾖ、平成26年１月27日

　　波佐見町総合文化会館で実施

●申込期間

　平成26年２月14日（金）まで

●受診期間

　平成2G年２月28日（金）まで

●申込・問い合わせ先

　役場健康推進課健康増進係

　‘Z!1’8S－2111 （内線131～133）
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　仮死状ｎで生まれ、NI｛;:L｡j（新

生児特瓦11印池一室）の機械「こ吻を

点えら･れていたかなえちゃん。こん

な状Ｓで生きていて意味はあるのか。

廸は宰せなのか。悩み続けた両親の

葛藤を、看取りに至るまで克明にifl

つたドキこ1 jzンﾄi

　
喩
一
弘
羽

廣
済
堂
出
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マ
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オ
さ
ん
が
教
凡

て
く
れ
た
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と

　｢サザエさん｣のマスオさんを演じ
る人気声優・畑周弘による心温まる
スローライフエッセイ．家族の絆を

深めるコツから.rl然の中で畳かに
ｇらす秘Ｕ、爽昧しい味噌の作り方
まで、マズオさん流・人生の輸しみ
方が満既．本」の改購義次を組早．　　　　　　　方が満既．

波佐見町図書館　開館時間10 : 00～18 : 00

　登26 － 7091 （直通）

　●ホームページアドレス

　　http://l ibrari town､ hasami、ll jp/toD. htrn

　図メールアドレス

　　wavehalL.lib@town.hasanli.lg､Jp

☆諸物謐諒健（S☆収り1卜７詞）

　毎週月曜日、第３木曜日、祝日

恣借りた本は、大切に扱いましょう！
･ﾐﾝ 髄水盛み廳りＱ

毎月捌２土曜日（10 : 30～　総合文化会館）
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社･協･だ･より

平成25年度　波佐見町社会福祉協議会の事業計画

ド１　-ｦ.人1 'y 9'.奥

・役員会及び各種委晨会、調査会の開催

・福祉関係実習生の受け入れ(社会福祉士等)

・町地域福祉推進協議会等への助成・活動促進

　(各郷の高齢者を対象とした食事会への助成等)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

[２１半.嶮介護予防活を|にＵﾐMI菰ぐ『nll託!IJ訓

・ふれあいいきいきサロン活動支援

ド１耳賢即行7?T

一新入学児童への交通安全黄色い帽子の幽・

・ふれあい運動会の開催

・手話調座、戚訳ボランテ４７養成講座

㎜　　㎜　　㎜　㎜㎜㎜㎜㎜■-’-㎜㎜㎜■■■　㎜■■
ａ】各狸貸付弔業

・生活福祉資金貸付事業（貸付相談員の配1劃

一波佐見町福祉資金貸付事業

・高額介護サービス費等貸付事業

［３卜剖左見附賢村阿廼改苔センター『19受託ｔ鴛|　|【９】一畳広報活動

　　　　　　　　　　　　　　　　リ‾り……=i : : ji-’一一　　・有線蝕送等による各種事業等の広報活動

・センターの管理及び『老人の日』事業推進

［４１幸腿福祉推謳恚芯㎜　㎜　㎜㎜㎜㎜I....__.＿....w_

・食事サービスボランティア講習会の開催

・夏休み保育園・幼稚園体験事業

・古切平仕分けボランテ･fア活動

｜

　・課題に対応した必要な調査の実施

l【10】介認;保険事業所の経営

・波佐見居宅介護支=唯事裁所の経営

・波佐見ホームヘルプサービス事業所の経営

・独自サービス（まごの手）の推進

・在宅寝たきり高齢=齢・障害者訪問理美容サービス

・視覚障害翁等への音訳サービスの実施

・黄色い杖の配布（対象:70歳以Jj

・お楽しみ映画会の闇値

・支え合いマッブ通勤

・24時間テレビ支援事業

・ボランティア保険加入促進冪菰

・ボランティア協力校での徊祉蝕賓支撞

-一一‥　　-‥一日月見旧習受託分令･;n業

・ふれあい胞紬食サービス1:年８回】

　－対象:75歳以上の一人暮らしの方

・会食のつどい（年１回）

一 一 一 一

など

　　｜

など

　　｜

など

　　｜

など

|【1! 】 波佐見剛=1Mを一画l泣s媛年記念串業

－　　　　　　　　　　　　　　......--..-..-ふｰ--.-..-...--㎜　㎜
　・　rありがとうのつどい』の開催

　　　と　き：平政25年11月24日（日）13 : 00～

　　　ところ：波佐見町総合文化会館

|【12】一紡i曇面丿涵葉

　　　　㎜㎜㎜㎜㎜㎜　㎜㎜■㎜■㎜㎜
・赤い羽根共同募金、織末たすけあい募金

　(チャリテ４グラウンド・ゴルフ大会の開催)

・戦没沓慰霊奉賛金募金

一日鼎社資高繁

一災害募金　　など

　　　|【13】その他の福祉推進器業

など　・町老人クラブ連合会、町ポうンティア連絡協譜会、

・涸･勣事業補助（高齢着、陽害者鵠の団体）　　なと

-一一

ぼ

】心配ごと相談所の開設
㎜　㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜　　　　　　　　　　　㎜　㎜㎜■㎜㎜㎜■

・心配ごと相談（毎週水曜|ﾖ）

・弁纏士相談（奇数月ま２土曜iﾖ）

・土曜日相談（毎月第４土曜日） など

　　匹豪

二二二

呂
艶沼昌≒昌数鴛ﾂﾞﾂ
　皆様のご理解に改めて感謝

申し七げますと共に、今後も

引き続きご支援をお願い申し

上げます。

! !

河/パぬ鮑きjl! ●

｜

｜



波佐見町社会福祉協議会　a85-2240

平成25年度予算。。=９）

会費収入

寄附金収入

補助金収入

受託金収入

事業収入

債遠金収入

共同募金配分金収入

負担金収入

介護保険収入

利用祠収入

自立支援費等収入

雑収入

受取利息配当金収入

経理区分間・入金収入

議立預金取崩収入

前期末支払資金残高

　　　収入合計

　　１，９３０

　　２，１ ０ ０

　１８，２８９

　　ｄ，５７７

　　　　１１１

　　４，５９０

　　１，６ １ ８

　　５，９６０

　ｓｑ ３， ９００

　　　　　　２

　　５，０１０

　　　　ｄ １ ３

　　　　１ ０ ２

　１４，１ ４ ５

　　７，００２

　４ ０， ４５４

１ ５ ０． ！ ４１３

人伺=費支出

事務費支出

皐業費支出

貸忖金支出

肋成金支出

負担金支出

経理区分問緑入金支出

固定資産取碍支出

積立預金積立支出

その他の支出

予備費

　　　支出合計

皆
様
の
ご
協
‐
刃
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

波
佐
見
町
ボ
ラ
ン
テ
。
ア
連
絡
・
協
議
会

●ａはδ広･双濾政jZ

１

７Ｇ

　７

7
　
7
F

Ｉ

ｌｄ

　４

　１

２５

５０

１　１

２６

０２

９８

５３

３６

１４

白○

２

７

１

4
~

I

５

１

３

ｊｌ

８

８

３

０

８

５

５

２

３

７

ｄ

３

事業計画および予算の詳しい内容

は、社会福祉協議会で自由に閲覧

できます。

◆
香
典
返
し
に
か
え
て

一 一

善
意
の
窓

◆
収
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
（
切
手
‘
轟
き
楢
じ
は
が
き
・
カ
ー
ド
等
）

感
謝
の
広
場

以
上
の
方
タ
か
ら
本
町
社
会
福
・
枇
事
業

資
金
に
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
・
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
ご
寄
附
に
対
し
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
・
波
佐
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

◆
雑
巾
寄
贈

１

■
■
一
－
－



一 一 ‥
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－

●受験資格

　①平成25年４月１日において高校又は中等教育学

　　桟を卒業し,た日の翌日から起９して２年を経過

　　していない者及び平成215年３珂までに高校又は

　　中等軟鋼学校を卒業見込みの者

　②人事院が①に附げる者に準ずると認める者

●受付間間

　インターネット：６月24日（月）～７月３臼（水）

　郵送または持参：６月24日（月）～６月28日（金）

●１次試験日

　９月８日（日）

●問い命わせ先

　人事院九州痢務局　き092－む1－7733

　波佐見町テニス協会では、ナイターテニス

教Ξを開爾します。テニス経験の有無や年齢、

性別を問わず誰でも参=加できます。

●開催間間　７月、８月の２ヵ月間

●開催日時　毎週金曜日　19時茄分～22聴

●場　　所　鴻ノ乗公園テニスコート

●j参加警　2､00{}円{一期間}

●問い合わせ先

　　テニス協E励事務屑　池埼　ｓ･日5－7a25

　　　　　　　　　　　村川　985－3904
一 一 一 一 一 一

－
－

波佐見高校だより〈vol.164〉

『
奘
衛
Ｓ
工
農
科
』
を
新
穀

　
本
校
は
、
平
成
７
年
度
に
「
普
通
科
陶
芸
デ
ザ
イ
ン

コ
ー
ス
」
を
設
置
し
、
地
場
産
業
で
あ
る
陶
磁
器
製
造

の
後
継
者
育
成
、
陶
芸
教
育
を
通
し
た
１
.
土
理
．
解
の
推

進
と
創
造
性
差
か
な
人
材
の
育
成
を
図
っ
て
き
ま
し
た
．

ま
・
た
、
陶
芸
・
美
術
』
デ
ザ
イ
ン
の
各
分
野
に
お
い
て
、

県
・
高
校
総
合
文
化
祭
美
術
展
は
も
と
よ
り
、
県
展
な
ど

各
種
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
、
全
国
高
．
校
総
文
祭
美
術

溜
へ
の
邨
年
連
続
選
抜
出
品
な
ど
『
　
優
秀
な
成
績
を
残

し
て
き
ま
し
た
．

　
近
年
、
陶
磁
器
製
造
業
が
様
々
な
素
材
を
用
い
た

　
「
総
合
的
な
も
の
づ
く
り
」
産
業
へ
と
シ
フ
ト
し
つ
つ

あ
り
、
伝
統
工
芸
の
技
術
に
加
・
凡
て
、
機
能
性
や
デ
ザ

イ
ン
性
な
ど
が
重
．
視
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
づ
て
き
ま

し
た
．
そ
の
た
め
、
陶
芸
の
基
本
的
技
能
だ
け
で
な
く
、

美
術
系
の
大
学
や
専
門
学
校
等
で
習
得
可
能
な
、
美
術
．

や
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
芸
術
的
な
感
性
や
高
‐
匿
な
技
能
を
有

す
る
人
材
が
広
く
求
め
ら
れ
る
よ
』
ワ
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
変
化
と
時
代
の
要
請
に
応
え
る

た
め
、
平
成
お
年
度
か
ら
新
学
科
「
美
術
・
工
芸
科
」
を
創

股
し
、
専
門
教
育
の
充
実
化
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

波
佐
見
町
と
の
更
な
る
連
携
。
強
化
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
美

術
。
・
Ｔ
一
芸
分
野
の
ス
ペ
シ
ヤ
リ
ズ
ト
ー
と
し
て
、
将
来
、
地
域

や
長
崎
県
・
な
ど
で
活
躍
・
す
る
人
材
育
成
に
努
め
、
本
。
県
芸
術

縁
育
の
一
層
の
充
実
と
振
興
を
図
フ
て
ま
い
・
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
‘
ｆ
乙
　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
ど
・
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
覇
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
2
6
年
度
の
入
学
生
か
ら
学
科
・
を
政
綱
し

陶
芸
．
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」
に
代
わ
目
こ
　
「
美
術

と
し
て
定
員
ｓ
名
を
県
全
域
か
ら
募
・
集
し
ま
す

「
普
通
科

工
芸
科
」

本
校
は

「
普
通
科
」
　
「
商
業
叫
ご
　
「
美
術
・
工
芸
科
」
の
３
学
科
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
こ
の
「
波

佐
・
見
高
校
。
だ
よ
り
」
の
中
で
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
ま
い
り

ま
す
。

1，1年陶芸敦ii g波佐見町西/Fgり1､jQ:周豆敦同｛県同業掻街センター｝
,1E鋒i同il叉ｉll(g漬al郡)

勿ほ∂�双涙き泥砂
※おことわり　迷眩申の|･はさみ両発見」はお休みします。
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６月旬日

ご
錨
暗
お
め
で
と
う

山　川　，医　院(束破削

　３日本　川　医　院開園

　30日　す　　が　　眼　　科(波監荊

７月了日　カナザワ削4クリニッ列川　園

　14日松　尾　医　院防住見)

　15Eﾖ　山　住　医　院凍彼m

　21日にいむら整形外科開㈲

　３日中村内科医院(浪註則

〔乃57－匍べXM〕

　　　a2－310

　　　21〕－7575

　　　83－3?27

　　　a5一別〕T

DESr－46－1162

　　　82－6565

　　　画一7325

※診療時間・d　l　9 １00～17 : 00

　
窓

お
誕
生
お
め
で
と
う

人のうごき邨1!末y･

入　口　15,21〕入｛十dj

　男　　y.223入

　息　　8,Q26入

l!!帯鍬5.（x131!!●｛＋n

入
出
生
亡

転
転
出
死

74人

33人

11人

９人

〔い諮〕月比

l肘迢]人佳EI含む

戸
籍

(
i
j
&
&
t

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

平成25年４月における犯罪発生状況

　　　　　　　波佐見町　東彼杵郡内
４月中発生件数

犯
罪
防
．
認
知
件
数

凶悪犯

粗暴犯

窃盗犯

知能犯

風俗犯

その他

平成25年発生総数

　　　　　　　　　　　㎜　㎜㎜　　　㎜
|碑

一

涸渇r寥郭7葦饗llSr]"§陽J

.

ｻ

,

ｿﾆ･==劈1?嗣申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾‾　　'　－　.･-　　　　　　.･-" .一一-　　･-･･'i'...‾

人頒件数
者
者
故
故

　
　
吉
・
奮
・

　
　
損
酒

死
傷
物
飲

黛免許事故

波佐見町

包（÷６）

１（十い

310-9）

65（－13）

0

0

　川棚町

36（一割

１は○

58（－7）

78（－7）

1

0

東彼杵町

24（十５）

ｏ（±ｏ）

４７（十咄

58（－4）

Ｏ

O

東彼杵郡内

B4（＋3）

2（十1）

136（そ20）

201（－2zl）

　1

　0

　　　　　　　　最低賃金引上!fに向けて:

　業務改善に取り組お中小企業事業まの皆さ疹へ

⑤ワン・ストッフ相談窓口

●　緑営と労務管理の専門家による相談、専門家による個別課題の分析一検討

●　中小企業最低賃金引上げ支援対策賛(業務改善助成金)に閔する相談

　　｢長崎県最低賃金総合相談支援センター｣へ　奮：帥5-S2i-4･!54

ｏ中小企業最低賃金引上げ3五唖劃策薮(柔務改善助成金)のご案内

　支給の要件

ｉ

Ｆ

３
０
０
り
‐
－
０
２
1
5

1
1
０
０
恥
‐
－
『
－
７
3
9

５月に発生した
町内事故の特徴

脇戸1に

ｉ緬嵐恚pj､

I
き

帰一¥傭副

､

11り

一一一一　一一一一一一一一一一　－7･4jT4石汗

　Ｍ一一婢

　yjrW』陶Ji

●

●

　　「

賃金改善計圃(串県場内最低賃金を匍円/時一眼よ91上lf)及び業務改侑・因(作業効率、経費剛球などが

ｌめられる歌善竹園Dの憧定

支給釧＝パソコン零の導入、凱雅擢康凋等の鴫入.L印皿哨へ､の改修零

Ｓニむ９Ｓ一Ｓ０１－○０３Ｓ

＠忿･ﾊﾟ広'心随JZ
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■
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驚
曇
誓

∩ ;i図1!|館休館FIにｰ］いては.Fｺ15の図書館だよ引こ掲載しています

母子手帳

祠ぶ昌盟:昌::□

■■･乱』･■■■■･■■･■■･■』■■|■･■■■■■■■■･■■■|･･■･･■|･9■･･･こ.‾』'.r･･-』:'』;･.･j･.I･.･..･..･■■･･』･■■■■･■■■■■･■J■■I･ ･■■■■■
乳児刻属相談

[H25年１月生]７月３日(加総合文化会讐9･l~ll城M

[H 2j1年９月生]７月29日(月)総合文化会館9:か10:加M

--------------'･"q'■'●'-･･-･胃･･■･■圃�-■■･■■･■■■■･■■･■■･■■■■■■･■■■■･･■-■･■･■

1廠6か月児健診

匯翔11扁ヽi疆1■ll　7月17日r水}総合文化会館13:CD･･13:

■■-■-■■■■'■.'‾1.',..●1iitiiili'･iiili≡I■-･I･■II■■■I I'■I■■I■･㎜III㎜■･■I㎜■I
５歳児健諺

随寫5月15卜･陳|㈲７月10Eﾖ(加

■■㎜■㎜㎜■㎜■■㎜■㎜■■■■■■■■■■■㎜㎜■■I■■■㎜I■-■-■
健　果　相　談　７月４日休3

㎜■-a■i-I_.__._.I._I･I･㎜■･･･IIII･･■■■㎜■I■■
蝶．鳳._欄.‥無..Z貝･1旦烋l

鳶...帰..勇..嵐-.7刄i園.!和

男....鱗､..瀾..熊丿貝g.附加

．．－‥､Ｊ７ｎ削　　　　　　　　７月11日1冰】総合文化会館10勅~

子育てサ

‾

クル

1

？月25日1本)総合文化会館10:訃･

‾･--･■･-■･-■--■-■･･■■■･| |■|･-･'････|■■･･■|♭■■･･■|･･■･■|･･■u･■･■■■■･■■■■■■･■■･■■■･

　　　　　　そうだん

必配ごと相談｛町社会植松協瞳会９部-224御

　場所；総合文化会館

６月19臼休)13=3}ぺ6;QGO相談籤

　　Z!日(土j9:30～1!:30{ﾝj圈隙員

　　26日(匍la=3〔ト･16;(X)O相談員

了月３日(水)ぽ30～16－o相談負

　　10日(水)ぼJ}-･･IG:〔X〕o相談員

　　17削水)13;3Cト16y〔X〕o相談員

　　一日牌)la:薗～16:〔x〕Q相談員

　　27FIは)9:lト11:l〕0相談員

…､....MI.!?1.111:.i?現男...Q撮跨旅..簾....熹11蜃哨雍男..

弁護士相談　願岨ごと拙にＳ･て硝呵iです．９：加～12 : 30

...7.a.!1.目.c卸.....､.…...聾一一...一喝曝き隋太..……

人権梱談（役場相鼓室）　　　　　　　9jCxyヽ･12 1 00

....7.aj.頚切り‥.‥‥‥､....9摂騨最.ぶ瞰襲聾鳶.!東､.潔よ!

ひとり親1目鼓（総会文化会館）　　　　　9ja）～11:l｝

...効徊.は!......刻9降尽．騨隨蜀.:J謂瞰畷癩購

複間納税相談（役場相餉童ほか）　　　1?:15~20:a3

...鑓弓凶､7胆目湘.9一陣.…萌嘔り嘱賦即鯖

年金相馥｛役場笛１会議室5　　　　　　10:CX｝～ISjCX3

陶哺……….………御鴎卵膜喋鼎

　■I

●:: ｊ,学校だより

(食生活改善推進員実践調座)
指診手証胤]一脂肪]

日　鴫　７月25日（水）　　　　　　゛‾゛

波他見町役場　　　　９：００～１３；００

まつぱや波佐見店　１，１：３０～！６：３０

二種混合予防接柵について
　７月１日から７月31日まで、小学６年生を対ｌに

二I●混合の予防接種を実施します､町内の医療機関
の他に、凛内の医療機関（一郎を除く）でも曼けら

れますので、各自予約のうえ接種してください。
●問い合わせ先

　役場健康推遠謀健康堰連係

　‘Z785－2111（内線｡131～133）

　　差押財産合同公売会

音
‥
の
【
‥
‥
一
．
晋
１
日
は
．
西
晋
’
．
で
す

‐

　
‐

(日) i菱15－2111　内線121.122

催　し　物　　　

sBllla鳩赫11fま1，
・ － － ・ 一 一 ・ に ー

■■･■･■■■IIII●||.|･････..･.･･･..●-●●-●--●-●--●--

苧､fアカ大会　６月23日r副　佃

･･I････････-･･･････I･･●･I･･I･』･･･●･I･･I･･･||●』

ﾌﾄﾊﾞﾚｰ大会　６月30日(印　体
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豊かな心を育てる教育活動

　波佐見町教育委員会の「郷土を愛し跨れる児童の育成で、差かな心を育て

よう」の方針を受け、仙の校歌斉唱、地域の協力で行う伝統文化「作陶活動」、

５つの地区の老人会との「ふれあ･いデー」、地域行事への積極的参加毎の笑談

で取り咀んでいます．なかでも、各岫医者入会のみなさんとのふれあいは、子

どもたちが、家族や群近な人たちだけでなく、たくさんの人たちから見守られ

ていると感しることができる素晴らしい機会になってぃます．子どもたちは者

入会のみなさんに「来てよか．た．」と感じていただけるようにと精一杯の

　「おもてなし」、感謝の気持ちを伝えようと頑張っています．
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中央小学放

佼長船本　尭一郎

プチ自慢・一一中央小学校では、「図署腐の本をたくさん読もう」という目標を掲げて、みんな顧樋っています．

　　　　　　　学校図●哺助晨の配置や貸出システムのバーコｰ-ﾄﾞｲﾋ等、波佐見町行政の温かい支援をいただき、

　　　　　　　１年闘のーｉ瞰が平成1!D年度の11､0菊冊から、平成刹年度は21､2301まで伸びています．

　　　　　　　　「ｶ=.くさん100佃｛1年・2年にいろいろ7D佃｛３年・ｄ年ｈ選んで5Drl｛5年・６年｝ｊを合

　　　　　　　い言葉にして頑張ってい‥る子どもたち、これも中央小学校の自慢の一つです．
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